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3.研 究概要

樹木が生産す る木質バイオマスは、地球上でもっとも生産量の多い有機 資源で あ り、食糧

と直接競合せず、その高度利用法の開発は森林 の育成 ・循環利 用を介 して環境修復や経済活

性化 にも貢献 できるため、世界各 国で研究開発が活発化 してい る。植物細胞壁 中で、 リグニ

ンはヘ ミセル ロース と共有結合 してLigninCarbohydrateComplex(LCC)を 形成 してお り、

細胞壁の強度や分解性 に大 きな影響 を与 えている。バイオマ ス変換 において、この リグニン ・

糖 間結合の切 断を高効率 で行 えれ ば、主要3成 分の分離効率 は大き く上昇す ると期待 され る。

本 国際共同研究 では、 リグニ ン ・糖 間結合 を直接切断す る酵素に着 目して、エ ステル型LCC

モデル化合物 の合成 と酵素 による分解反応 を行い、LCCの 分析 と構造解析、酵素 の反応特性

と分解反応 を詳細 に解析す るとともに、実際の植物細胞壁成分 と反応 させて起 こる構造変換

への応用 を目指 してい る。本国際共 同研究では リグニ ンと糖の結合構造のモデル化合物 の有

機合成 グル ープ(F.N.,G.W.,ス ウェーデン ・チ ェルマースエ科大)、 微生物 由来の糖の結合

構造分解酵素研究 グル ープ(H.S.,L.0.,ス ウェーデ ン ・チェルマース工科大)、LCC構 造解

析 ・分解反応解析 グル ープ(H.N.,M.K.,T.W.,京 都大)が 連携 して糖 リグニ ン複合体分解反

応 の解析 を進 めてい る。本国際共 同研究では、2014年2月 にスウェーデ ンの研究者 を生存 圏

研究所 に招聰 し共 同研 究を進 め、バイオマス変換 に関す るセ ミナーを開催 した(Figure1.)。
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Figure1.ス ウ ェ ー デ ン か ら の 招 聰 研 究 者 に よ る バ イ

オ マ ス セ ミ ナ ー(2014.2.12.生 存 圏 研 究 所)
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